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10
月
14
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
で
「
＃
い
の
ち
ま
も
る

医
療

・
社
会
保
障
を
立
て
直
せ
！
総
行

動
」
を
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
、
中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会

な
ど
で
構
成
す
る
同
実
行
員
会
が

主
催
し
て
開
催
。
全
国
へ
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
配
信
し
、
会
場
参
加
者

は
制
限
し
て
行
な
い
ま
し
た
。
東

京
土
建
は
会
場
参
加
で
86
人
。

主
催
者
を
代
表
し
て
佐
々
木
悦

子
さ
ん
（
日
本
医
労
連
）
が
挨
拶
。

「
10
月
4
日
に
新
内
閣
が
発
足

し
、
岸
田
首
相
は
所
信
表
明
演
説

で
コ
ロ
ナ
失
政
へ
の
反
省
も
な

く
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
継
承
な
ど

を
表
明
し
、
民
意
無
視
の
強
権
性

を
示
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
明

ら
か
に
な
っ
た
医
療
の
ぜ
い
じ
ゃ

く
性
を
改
善
す
る
具
体
策
も
示
し

て
い
ま
せ
ん
。
総
選
挙
で
は
市
民

と
野
党
の
共
闘
で
、
国
民
の
命
と

健
康
を
守
り
ぬ
く
政
治
へ
の
転
換

が
必
要
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

日
本
医
師
会
か
ら

も
メ
ッ
セ
ー
ジ

続
い
て
立
川
談
笑
さ
ん
が
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
。
大
病
を
し
た
自
身
の

体
験
や
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
思
い
な

ど
を
述
べ
な
が
ら
、
参
加
者
へ
エ

ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

医
師
、
看
護
師
、
介
護
士
、
保

育
士
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
リ
レ
ー
ト
ー
ク
も
行
な
い
ま
し

た
。
ま
た
日
本
医
師
会
、
日
本
歯

科
医
師
会
の
各
会
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
披
露
さ
れ
、
こ
の
日
衆
院
解

散
と
い
う
な
か
、
立
憲
民
主
、
社

民
、
共
産
の
立
憲
野
党
が
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
め
て
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

参
加
し
た
森
和
夫
さ
ん
（
足

立
）
は
「
医
療
従
事
者
が
頑
張
っ

て
い
る
の
に
、
社
会
保
障
を
減
ら

し
て
は
国
民
は
納
得
し
な
い
。
憲

法
25
条
を
守
る
政
治
を
望
み
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た

10
月
5
日
、
岸
防
衛
相
は
1
回
目
の
改

修
を
終
え
た
護
衛
艦
「
い
ず
も
」
が
、
米

海
兵
隊
の
支
援
を
得
て
ス

テ
ル
ス
戦
闘
機
Ｆ
―
35
Ｂ

の
発
着
艦
に
関
す
る
「
検

証
」
を
四
国
沖
で
実
施

し
、
発
着
艦
が
可
能
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と

閣
議
後
の
記
者
会
見
で
報

告
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
岸
防
衛
相
は
米

国
の
支
援
を
受
け
た
「
検

証
」
作
業
の
実
施
は
、
日
米
同
盟
の
深
化

と
日
米
の
緊
密
な
協
力
を
示
し
、
米
海
兵

隊
所
属
の
Ｆ
―
35
Ｂ
の
「
い
ず
も
」
へ
の

発
着
艦
は
日
米
の
相
互
運
用
性
の
向
上
に

資
す
る
も
の
で
日
米
同
盟
の
抑
止
力
・
対

処
力
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
と
明
言
。
今

後
も
「
い
ず
も
」
型
護
衛
艦
の
改
修
を
着

実
に
実
施
し
、
海
空
領
域
に
お
け
る
わ
が

国
の
能
力
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
述

べ
ま
し
た
。

今
回
の
「
検
証
」
は
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊

の
バ
ー
ガ
ー
総
司
令
官
が
前
月
に
予
告
し

て
い
た
も
の
で
す
。
バ
ー
ガ
ー
総
司
令
官

は
Ｆ
―
35
Ｂ
の
海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
搭
載
護
衛
艦
で
の
運
用
を
、
イ
ン
ド

太
平
洋
地
域
で
の
ク
ア
ッ
ド
（
日
米
豪
印

戦
略
対
話
）
の
軍
事
連
携
の
一
環
と
し
て

位
置
付

け
て
い

ま
す
。

ク
ア
ッ

ド
は
10
月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
合
同

軍
事
演
習
「
マ
ラ
バ
ー
ル
2
0
2
1
」
を

ベ
ン
ガ
ル
湾
の
海
空
域
で
実
施
し
、
海
上

自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載
護
衛
艦

「
か
が
」
と
「
む
ら
さ
め
」
が
参
加
し
ま

し
た
。

防
衛
省
は
「
い
ず
も
」
型
護
衛
艦
の
改

修
は
必
要
最
小
限
度
の
実
力
の
範
囲
内
と

し
て
い
ま
す
が
、
Ｆ
―
35
Ｂ
を
42
機
導
入

し
て
「
い
ず
も
」
型
護
衛
艦
に
搭
載
す
る

な
ど
空
母
化
が
狙
い
で
す
。
ま
た
安
保
法

制
の
発
動
要
件
で
あ
る
「
重
要
影
響
事

態
」
で
「
い
ず
も
」
か
ら
米
軍
の
Ｆ
―
35

Ｂ
が
出
撃
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
り
、

バ
ー
ガ
ー
総
司
令
官
も
攻
撃
目
標
の
情
報

を
共
有
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
違
憲
の

「
他
国
の
武
力
行
使
と
の
一
体
化
」
に
道

を
開
き
、
近
隣
諸
国
と
の
緊
張
を
高
め
る

も
の
で
あ
り
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

厚生労働省に向かってシュプレヒコール

10
月
23
日
、
福
生
市
民
会
館

で
、
『
映
画
と
講
演
の
つ
ど
い
』

と
題
し
た
「
第
12
回
横
田
基
地
も

い
ら
な
い
！
沖
縄
と
と
も
に
声
を

あ
げ
よ
う

市
民
交
流
集
会
」

が
、
同
実
行
委
員
会
の
主
催
で
開

催
。
5
5
0
人
（
東
京
土
建
1
6

7
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
の
第
1
部
で
は
、
佐
古
忠

彦
監
督
に
よ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
『
米
軍
（
ア
メ
リ
カ
）が
最

も
恐
れ
た
男

亀
ジ
ロ
ー
不
屈
の

生
涯
』
を
上
映
。
観
終
え
た
府
中

国
立
支
部
の
仲
間
か
ら
は
、「
あ
の

諦
め
な
い
根
性
は
ス
ゴ
イ
」、「
今

の
政
治
家
に
は
あ
そ
こ
ま
で
気
骨

あ
る
人
は
い
な
い
ね
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

午
後
は
ま
ず
第
2

部
、
リ
モ
ー
ト
で
慶
応

大
学
経
済
学
部
教
授
の

大
西
広
さ
ん
を
講
師

に
、
複
雑
な
台
湾
問
題

を
解
説
。
続
い
て
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
半
田
滋

さ
ん
を
講
師
に
「
敵
基

地
攻
撃
と
日
米
一
体
化

〜
踏
み
越
え
る
専
守
防

衛
〜
」
と
題
し
た
講
演

を
行
な
い
ま
し
た
。

最
後
の
第
3
部
で
は
横
田
基
地

周
辺
住
民
か
ら
、
オ
ス
プ
レ
イ
の

許
し
が
た
い
危
険
な
飛
行
訓
練
な

ど
に
対
す
る
切
実
な
訴
え
の
あ

と
、
実
行
委
員
会
か
ら
寉
田
一
忠

事
務
局
長
に
よ
る
行
動
提
起
が
あ

り
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

主催者挨拶する小田川さん

10
月
19
日
、
国
会
議
員
会
館
前

で
「
自
公
政
権
交
代

政
治
を
変

え
よ
う

総
選
挙
勝
利
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
月

例
の
総
が
か
り
行
動

が
行
な
わ
れ
、
6
0

0
人
の
市
民
（
東
京

土
建
は
44
人
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
小
田
川
義

和
さ
ん
（
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
）

は「
6
年
前
の
今
日
、戦
争
法
の
廃

止
を
求
め
て
こ
こ
に
集
ま
っ
た
。

そ
の
後
2
0
0
0
万
署
名
の
取
り

組
み
を
背
景
に
市
民
と
野
党
の
共

闘
の
前
進
に
力
を
合
わ
せ
て
き

た
。
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
共

通
政
策
で
の
野
党
4
党
の
合
意
、

立
憲
民
主
党
と
共
産
党
と
の
政
権

協
力
、
全
国
7
割
の
選
挙
区
で
野

党
統
一
候
補

擁
立
を
行
な

い
、
本
日
、

総
選
挙
が
始

ま
っ
た
。
争

点
は
、
命
を
第
一
へ
の
政
治
へ
の

転
換
、
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
、
貧
困
と
格

差
を
是
正
す
る
政
治
へ
の
転
換
、

地
球
温
暖
化
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

な
ど
世
界
的
課
題
に
向
き
合
う
政

治
の
実
現
、
だ
と
思
う
。
市
民
の

力
で
政
治
を
変
え
る
う
ね
り
を
大

き
く
し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

市
民
3
人
の
ス
ピ
ー
チ
と
、
伊

藤
岳（
共
産
）、
枝
野
幸
男（
立
憲
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
代
読
）
、
福
島
瑞
穂

（
社
民
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
代
読
）
、

各
議
員
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

全
建
総
連
第
62
回

定
期
大
会
が
、
10
月

15
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。
宮
城
県
で
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
昨
年
に
引

き
続
い
て
リ
モ
ー
ト

開
催
と
な
り
、
東
京

の
代
議
員
、
東
京
土
建
の
役
員
は

け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
の
5
階
よ

り
参
加
。
冒
頭
、
一
部
音
声
が
止

ま
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
良
質

な
音
声
と
通
信
環
境
が
保
た
れ
、

リ
モ
ー
ト
な
が
ら
活
発
な
議
論
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
税
金
対
策
、
イ
ン
ボ
イ
ス

導
入
に
つ
い
て
は
事
前
質
問
、
当

日
の
発
言
含
め
て
複
数
の
代
議
員

か
ら
発
言
が
あ
り
「
組
合
員
の
実

態
に
応
え
る
対
応
を
」と
の
声
に
、

執
行
部
が
繰
り
返
し
答
弁
に
立
つ

場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

議
案
承
認
後
の
新
年
度
役
員
選

出
で
は
、
引
き
続
き
委
員
長
に
中

西
孝
司
さ
ん
（
香
川
建
労
）
が
選

出
さ
れ
、
東
京
土
建
か
ら
は
中
村

隆
幸
副
委
員
長
、
奈
良
統
一
書
記

次
長
、
松
尾
慎
一
郎
専
従
中
執
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次

回
開
催
の
徳
島
建
労
か
ら
は
「
3

年
分
の
小
遣
い
を
持
っ
て
来
て
ほ

し
い
」
と
の
呼
び
か
け
。
最
後
は

来
年
の
再
会
を
誓
い
合
い
、
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

東京土建を代表して発
言する千葉一郎代議員

横田基地の近隣での騒音被害を
訴える集会参加者

10
月
13

日
、
全
建
総

連
東
京
都
連

は
、
消
費
税

率
引
き
下
げ

と
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
導
入

中
止
を
求
め

る
宣
伝
行
動

を
、
有
楽
町

マ
リ
オ
ン

前
、
渋
谷
駅

ビ
ッ
ク
カ
メ

ラ
前
、
新
宿

駅
西
口
の
3

カ
所
で
行
な
い
、
6
組
合
46
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

新
宿
駅
西
口
で
は
、
行
動
参
加

者
が
「
い
ま
日
本
経
済
は
大
き
く

落
ち
込
ん
で
い
ま
す

消
費
税
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
は
延
期
す

べ
き
で
す
」
と
書
か
れ
た
横
断
幕

や
色
鮮
や
か
な
プ
ラ
ス
タ
ー
ボ
ー

ド
を
持
っ
て
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア

ピ
ー
ル
を
す
る
な
か
、
4
人
の
弁

士
が
訴
え
ま
し
た
。

齋
藤
誠
執
行
委
員
（
東
京
土
建

常
任
中
執
・
税
金
対
策
部
長
）
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
求
め
ら
れ
る
の
は

消
費
税
の
5
％
へ
の
引
き
下
げ

だ
。
格
差
が
拡
大
し
、
年
収
2
0

0
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

が
1
0
6
9
万
人
も
い
る
。
消
費

税
は
低
所
得
者
に
き
び
し
い
税

金
。税
制
の
基
本
は
応
能
負
担
だ
。

高
額
所
得
者
、
大
企
業
に
ふ
さ
わ

し
い
負
担
を
し
て
も
ら
い
、
消
費

税
は
引
き
下
げ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
は
中
止
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
ま

し
た
。

医
療
・
社
会
保
障
を
立
て
直
せ

い
の
ち
ま
も
る
政
治
に

い
の
ち
ま
も
る
政
治
に

戦
争
す
る
国
造
り
ノ
ー

公
示
日
に
国
会
前
で
声
上
げ
るインボイスは中止に

都連が３駅頭で宣伝行動

横
田
基
地
い
ら
な
い

映
画
と
講
演
で
市
民
が
交
流

総
連
６２
回
大
会
は
リ
モ
ー
ト
で

税
金
問
題
で
議
論
に

緊
張
高
め
る
軍
備
増
強
ノ
ー

求

人

求

職


